
令和７年度第２回鹿児島市ＤＸ推進委員会 概要 

 

 日  時 ： 令和８年３月１７日（火） ９：３０～１０：３０ 

 場  所 ： 鹿児島市役所 東別館９階 特別中会議室 

出 席 者 ： (推進委員会委員) 出席１０名 

(事務局) ＤＸ推進部長、ＣＩＯ補佐官、デジタル戦略推進課長、情報システム課長 

 他４名 

会 次 第 ： １ 開会 

２ ＤＸ推進部長あいさつ 

３ 協議事項 

 (1) 次期鹿児島市ＤＸ推進計画の骨子案について 

４ 報告事項 

(1) アナログ規制の点検・見直しについて 

５ その他 

６ 閉会 

 

議事概要 ： 以下のとおり 

発言者 発言内容 

【会次第３ 協議事項】 

(1) 次期鹿児島市ＤＸ推進計画の骨子案について 

事務局 「資料１」に基づき説明 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 質疑等  

基本施策について、市民生活に直結するようなものが①～③のうち②のみに見

受けられ、全体的に庁内の取組に偏っているように思われるが。 

 

行政サービスの提供という点では①-aで対応しているところ。 

 

 庁内のDXは比較的着手しやすく、市民に向けた取り組みはなかなか難しいとこ

ろで、前回計画とあまり変化がない印象を受ける。市民生活に直結する部分の

表現を工夫してみては。 

 

 現計画では「ICTで住みよいまち」を掲げ、住民の暮らしやすさについて基本

理念としてきた。今回はそれに加えて企業のデジタル化、市外の方に鹿児島市

に来ていただく等、関係人口との交流についても改善をしていくイメージとし

ている。 

 

 基本方針③-cの「デジタル公共インフラ」とは何を指すのか。 

 

マイナンバーカードを活用したオンラインによる本人確認や、入札参加資格の



発言者 発言内容 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

 

申込等、国と地方が共通して使用できる基盤システムを想定している。こうし

たシステムを国が準備を進める構想となっているため、有効に活用しようとい

うもの。 

 

 「インフラ」という表現では通信基盤も含まれる。 

 そうした観点では市民が市内に存在するその通信基盤をどのように使用できる

かということも考える必要がある。 

 

 実施した市民意識調査を踏まえて、一番のハードルと感じているものや課題の

認識は。 

 

 デジタルに不慣れな方のサポートをしっかりと行い、そしてデジタルの活用促

進を図っていかなければならないと受け止めている。 

 また、2040年問題が迫る中、行政サービスの持続と多様化するニーズへの対応

のため、行政内部の効率化を図る等、デジタルで仕組みを変えていく必要があ

ると考えている。 

 

 自組織で観光事業者を対象にしたアンケートでは、DXを推進するために、費用

よりビジョンの方が不足していることが確認されている。 

 その観点で、基本施策を前回計画と比較して抽象度が増した印象を受けるが。 

 

 市が提供できる価値については、今後書き込んでいくところ。 

 また、目まぐるしく変化するデジタルの分野において、５年間の計画に詳細を

書き込んでいくのはそぐわないと感じており、なるべく方向性やビジョンとし

て表現したいと考えているところ。 

 

 基本方針①-cで「情報セキュリティ」という表現がある中、基本方針③-aでは

「ICTリテラシーの向上」があり、「攻め」の面が強く見受けられる。 

 組織の中で若年層と上の世代ではリテラシーに差がある傾向にあり、AIの活用

が進んでいくなか、上の世代の職員が正しくチェックできるか等、コンプライ

アンス面の話は必要と考えるが。 

 

 生成AIの積極的な活用についても盛り込んでいるところではあるが、お質しの

とおりガバナンス体制の構築も必要と考えているところ。 

 またAIに特化した外部の専門人材の登用も行うこととしており、体制について

検討していきたい。 

 

 AIの進展は急激に社会を変化させてゆく可能性がある。セキュリティコンプラ

イアンスを含めていく方向も見えるといい。 

 



発言者 発言内容 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

 

全委員 

 民間企業に勤務する経験の中で、現状の問題認識に対して、経営層の意識の低

さに触れる機会が多かった。また他県の市役所に勤務した際も同様で、上層部

の改善意識が低い傾向にあったと思われる。組織の上層部に対する人材育成と

いう観点の取組を行ってもらえたらよい。 

 

目指す姿で「デジタルで躍動する、魅力あるまち」とあり、キャッチ―でよい

と思うが、次に基本方針を見た時、推し進める取組の威力があまり見えない。 

 

 DX推進にあたっては、市民の皆さんの共感・理解をいただきながら進めていき

たいと考えている。表現を工夫していきたい。 

 

協議 

「次期鹿児島市ＤＸ推進計画の骨子案について」は、先の意見を踏まえて事務局

にて修正を図りつつ、進めることとしてよろしいか。 

 

（異議なし） 

 

【会次第４ 報告事項】 

(1) アナログ規制の点検・見直しについて 

事務局 「資料２」に基づき説明 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

質疑等 

 全体的に市役所で使われる言葉で書かれている印象。「アナログ規制」自体に

初めて触れる場合が多いと思われ、一般市民の方は分からない。 

 

 行政に興味のある方は高年齢層が多い。文字サイズやレイアウトの工夫もある

とよい。 

 

 パブリックコメントで回答対象となるのはどのような方か。 

 

広く一般に意見を募集する。特に企業に勤める方から改善要望をいただくよう

なことを想定している。 



発言者 発言内容 

【会次第５ その他】 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

質疑等 

 AIの発展は目覚ましく、活用に関する計画が5年周期というのは長すぎる。計

画内で更新できるような仕組みがあるとよい。 

 

 これまでの取組によって、仕事の効率化等、デジタルの進展が図られてきたこ

とはひしひしと感じている。これからはそれを市民サービスの向上へつなげて

いく時期にあると考えており、世の中の流れを把握して取組を進めていただき

たい。 

 

 「企業の稼ぐ力向上」について、このような取組はいつも補助金を出したら後

は業者任せのように感じる。企業側からするとデジタルを導入だけして上手く

活用できないというということになっているので、支援も丁寧にしていただき

たい。 

 

 


